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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
三
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
足
立
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

足
立
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

足
立
区
綾
瀬
一
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
一
月
十
二
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
五

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
四
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
代
田

区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

千
代
田
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
地
籍
図
根
多
角
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

千
代
田
区
岩
本
町
三
丁
目
及
び
内
神
田
一
丁
目

各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
二
月
十
八
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
八

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
代
田

区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

千
代
田
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
及
び
都
市
再
生

地
籍
調
査
）

三

測
量
の
区
域

千
代
田
区
内
神
田
二
丁
目
及
び
内
神
田
三
丁
目

各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
三
月
二
十

五
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
六
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
杉
並
区

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

杉
並
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
数
値
撮
影
（
デ
ジ
タ
ル
）
）

三

測
量
の
区
域

杉
並
区
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
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一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
府
中
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

府
中
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

府
中
市
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
八
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
江
戸
川

区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

江
戸
川
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
道
路
台
帳
作
成
及
び
基
準
点
測

量
）

三

測
量
の
区
域

江
戸
川
区
瑞
江
一
丁
目
、
瑞
江
二
丁
目
、
南
篠

崎
町
一
丁
目
、
南
篠
崎
町
二
丁
目
、
南
篠
崎
町

三
丁
目
、
東
瑞
江
一
丁
目
、
東
瑞
江
二
丁
目
、

江
戸
川
一
丁
目
、
江
戸
川
二
丁
目
、
江
戸
川
三

丁
目
、
江
戸
川
四
丁
目
、
西
瑞
江
三
丁
目
及
び

西
瑞
江
四
丁
目
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
九
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
都
市
再
生
本
部
長
か
ら
次
の
よ
う
に

測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本
都
市
再

生
本
部

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
及
び
七
丁
目
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
三
十

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
十
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
稲
城
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

稲
城
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
撤
去
新
設
）

三

測
量
の
区
域

稲
城
市
坂
浜
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
四
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年
八
月
二
日
ま

で

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
一
団
地
の
区
域
等
を
次
の
と
お
り
告
示
し
、
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

対
象
区
域
の
地
名
地
番
及
び
認
定
年
月
日

対
象
区
域
の
地
名
地
番

認
定
年
月
日

江
東
区
毛
利
一
丁
目
三
十
六
番
三
十
一
、

住
吉
一
丁
目
九
番
八
、
二
十
九
番
一
及
び

三
十
番
一
か
ら
同
番
三
ま
で

令
和
四
年
三
月
二

十
八
日

二

認
定
計
画
書
の
縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課
（
東
京
都
庁

第
二
本
庁
舎
三
階
中
央
）

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
五
月
三
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

芝
新
宿
王
子

二

供
用
開
始
の
区
間

豊
島
区
上
池
袋
二
丁
目
六
番
三
地
先
か
ら

同
区
上
池
袋
一
丁
目
五
番
五
地
先
ま
で
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年
五
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十
日
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
五
月
三
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

芝
新
宿
王
子

二

占
用
を
制
限
す
る
区
間

豊
島
区
上
池
袋
二
丁
目
六
番
三
地
先
か
ら
同
区
上
池
袋
一
丁
目

五
番
五
地
先
ま
で

三

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
四
年
五
月
三
十
一
日

告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
、
豊
島
税

理
士
政
治
連
盟
及
び
ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収

支
報
告
書
の
要
旨
（
平
成
二
十
九
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
の
部
２
支
出
総
額

の
項
中
「９６７

,４７１

」
を
「１

,０７２
,４７１

」
に
、
「４７２

,９２９

」
を

「３６７,９２９

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「
政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

９６７,４７１

９６７ ,４７１

９６７ ,４７１

」
を

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

寄
附
・
交
付
金

１,０７２,４７１

９６７ ,４７１

９６７ ,４７１

１０５ ,０００

」
に

改
め
る
。

豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「３,１４４,５４６

」

を
「３,１５１,０２６

」
に
、
「２,９９８,４３１

」
を
「２,９９１,９５１

」
に
改
め
、

同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「

政
治
活
動
費

組
織
活
動
費

２,７２９,１５９

５３０ ,３８８
」
を

「

政
治
活
動
費

組
織
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

宣
伝
事
業
費

２,７３５,６３９

５３０,３８８

６,４８０

６,４８０

」
に

改
め
る
。

ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

１０５,００００

１０５,０００

」
に

改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

２６,６２０

７８,３８０

」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

寄
附
の
総
額

１０５,０００

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

１０５,０００

政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１０５,０００

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

２６,６２０

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２６,６２０

宣
伝
事
業
費

２６,６２０

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）

（
寄
附
者
）

（
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田

谷
区
第
四
十
四
支
部

１０５,０００
世
田
谷
区
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
、
豊
島
税

理
士
政
治
連
盟
及
び
ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収

支
報
告
書
の
要
旨
（
平
成
三
十
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第

二
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
の
部
１
収
入
総
額

の
項
中
「１

,６８９
,９２９

」
を
「１

,５８４
,９２９

」
に
、
「４７２

,９２９
」
を

「３６７,９２９

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「９１２,８２５
」
を

「１,０３２,８２５

」
に
、
「７７７,１０４

」
を
「５５２,１０４

」
に
改
め
、
同
部

４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

９１２,８２５

９１２ ,８２５

９１２ ,８２５

」
を

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

寄
附
・
交
付
金

１,０３２,８２５

９１２ ,８２５

９１２ ,８２５

１２０ ,０００

」
に

改
め
る
。

豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「６,２５７,９５６

」

を
「６,２５１,４７６

」
に
、
「２,９９８,４３１

」
を
「２,９９１,９５１

」
に
改
め
、

同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「３,５８０,７４０

」
を
「３,５８７,２２０

」
に
、

「２,６７７,２１６

」
を
「２,６６４,２５６

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳
の

項
中
「３,１３０,１６３

」
を
「３,１３６,６４３

」
に
、

「

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

１８４,６８０

１８４,６８０

」
を

「

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

宣
伝
事
業
費

１９１,１６０

１８４,６８０

６,４８０

」
に

改
め
る
。

ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

１９８,３８０

７８,３８０

１２０,０００

」
に

改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

２６,６２０

１７１,７６０

」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

寄
附
の
総
額

１２０,０００

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

１２０,０００

政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１２０,０００

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

２６,６２０

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２６,６２０

宣
伝
事
業
費

２６,６２０

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）

（
寄
附
者
）

（
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田

谷
区
第
四
十
四
支
部

１２０,０００
世
田
谷
区

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
、
豊
島
税

理
士
政
治
連
盟
及
び
ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収

支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和
元
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百

二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
の
部
１
収
入
総
額

の
項
中
「１

,８９０
,５０４

」
を
「１

,６６５
,５０４

」
に
、
「７７７

,１０４

」
を

「５５２,１０４

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「８９２,２２０

」
を

「１,０００,２２０

」
に
、
「９９８,２８４

」
を
「６６５,２８４

」
に
改
め
、
同
部

４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

８９２,２２０

８９２ ,２２０

８９２ ,２２０

」
を

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

寄
附
・
交
付
金

１,０００,２２０

８９２ ,２２０

８９２ ,２２０

１０８ ,０００

」
に

改
め
る
。
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豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「５,９３６,４３８

」

を
「５

,９９３
,４７８

」
に
、
「２

,６７７
,２１６

」
を
「２

,６６４
,２５６

」
に
、

「３,２５９,２２２

」
を
「３,３２９,２２２

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項

中
「２,４１９,３３２

」
を
「２,４７６,３７２

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中

「

寄
附
の
総
額

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

２０,０００

２０ ,０００

」
を

「

寄
附
の
総
額

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

個
人
か
ら
の
寄
附

９０,０００

９０ ,０００

７０ ,０００

」
に

改
め
る
。

ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

２７９,７６０

１７１ ,７６０

１０８ ,０００

」
に

改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

２６,６２０

２５３ ,１４０

」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

寄
附
の
総
額

１０８,０００

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

１０８,０００

政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１０８,０００

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

２６,６２０

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２６,６２０

宣
伝
事
業
費

２６,６２０

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）

（
寄
附
者
）

（
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田

谷
区
第
四
十
四
支
部

１０８,０００
世
田
谷
区

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
、
自
由
民

主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
三
十
七
支
部
、
東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
麴

町
支
部
、
豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
及
び
ゆ
さ
吉
宏
後
援
会
か
ら
訂
正

の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和
二
年
東
京
都
選
挙
管
理
委

員
会
告
示
第
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
の
部
１
収
入
総
額

の
項
中
「２

,０９５
,２８４

」
を
「１

,７６２
,２８４

」
に
、
「９９８

,２８４

」
を

「６６５,２８４

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「９３９,７３２

」
を

「１,０４７,７３２

」
に
、
「１,１５５,５５２
」
を
「７１４,５５２

」
に
改
め
、
同
部

４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

９３９,７３２

９３９ ,７３２

９３９ ,７３２

」
を

「

政
治
活
動
費

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

寄
附
・
交
付
金

１,０４７,７３２

９３９ ,７３２

９３９ ,７３２

１０８ ,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
江
戸
川
区
第
三
十
七
支
部
の
部
１
収
入
総
額

の
項
中
「４,１９８

,１７１

」
を
「４

,８９８
,１７１

」
に
、
「４

,０７９
,４００

」
を

「４,７７９,４００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「４,１６２,９４２

」

を
「４,８６２,９４２

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「３
,５３０

,０００

」
を
「４

,２３０
,０００

」
に
、
「２

,０６０
,０００

」
を

「２,７６０,０００

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中

「

経
常
経
費

１,０７６,９１０

」
を

「

経
常
経
費

人
件
費

１,７７６,９１０

７００ ,０００

」
に

改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項

中「

（
法
人
そ
の
他
の
団

体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

」
を

「

（
法
人
そ
の
他
の
団

体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

」
に

ト
ー
レ
イ
輸
送
㈱

６００,０００
江
戸
川
区

東
京
流
通
協
同
組
合

１００,０００
江
戸
川
区

改
め
る
。

東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
麴
町
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
,６２１

,８１０

」
を
「１

,６０２
,８１０

」
に
、
「５４０

,１６１

」
を

「５２１,１６１

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「９５２,１７１

」
を

「９３３,１７１

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「２６５,０００

」
を
「２４６,０００

」
に
改
め
る
。
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豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「５,７００,１５２

」

を
「５,７５７,１９２

」
に
、
「２,４１９,３３２

」
を
「２,４７６,３７２

」
に
改
め
、

同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「２,２５１,９７８

」
を
「２,３０９,０１８

」
に
改
め

る
。ゆ

さ
吉
宏
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

３６１,１４０

２５３ ,１４０

１０８ ,０００

」
に

改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

２６,６２０

３３４ ,５２０
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

寄
附
の
総
額

１０８,０００

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

１０８,０００

政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１０８,０００

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

２６,６２０

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２６,６２０

宣
伝
事
業
費

２６,６２０

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）

（
寄
附
者
）

（
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円

（
事
務
所
の
所

在
地
）

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田

谷
区
第
四
十
四
支
部

１０８,０００
世
田
谷
区

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
、
自
由
民

主
党
東
京
都
荒
川
区
第
二
十
八
支
部
、
自
由
民
主
党
東
海
と
き
わ
会

東
京
支
部
、
小
林
史
明
を
育
て
る
会
、
東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
麴
町

支
部
、
麴
町
税
理
士
政
治
連
盟
、
豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
及
び
ゆ
さ

吉
宏
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和

三
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
四
十
四
支
部
の
部
１
収
入
総
額

の
項
中
「１

,１７２
,１５２

」
を
「７３１

,１５２

」
に
、
「１

,１５５
,５５２

」
を

「７１４,５５２
」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１,１７２,１５２

」

を
「７３１,１５２
」
に
改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
荒
川
区
第
二
十
八
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「２,０６８,０００

」
を
「２,１０１,２００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額

の
項
中
「７１２,５９３

」
を
「７４５,７９３
」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入

の
内
訳
の
項
中

「３
本
年
収
入
の
内
訳

」
を

「３
本
年
収
入
の
内
訳

個
人
の
負
担
す
る
党
費
又
は
会
費

３３,２００

（
１
０
６
人
）

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
海
と
き
わ
会
東
京
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
,１８９

,８９３

」
を
「１

,１９２
,８３９

」
に
、
「１６５

,００８

」
を

「１６７,９５４

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「６０,７６１

」
を

「２７５,０８０

」
に
、
「１,１２９,１３２

」
を
「９１７,７５９

」
に
改
め
、
同
部

３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「１６５,０００

」
を
「１６７,９４６

」
に
改
め
、

同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中
「２,９２０

」
を
「２１７,２３９

」
に
改
め
る
。

小
林
史
明
を
育
て
る
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「２９
,１６１
,３９０

」
を
「２９

,３６１
,３９０

」
に
、
「２８

,７７０
,０４４

」
を

「２８,９７０,０４４

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「１４,４７１,４７１

」
を
「１４,６７１,４７１

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中

「

そ
の
他
の
収
入

１
件

１
０
万
円
未
満
の
も
の

４４４４

」
を

「

そ
の
他
の
収
入

１
件

１
０
万
円
未
満
の
も
の

１
件

１
０
万
円
以
上
の
も
の

預
り
金
（
会
費
の
誤
入
金
）

２００,０４４４４

２００ ,０００

２００ ,０００

」
に

改
め
る
。

東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
麴
町
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
,３５７

,４４５

」
を
「１

,３３８
,４４５

」
に
、
「９５２

,１７１

」
を

「９３３,１７１

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「９３０,９１７

」
を

「９１１,９１７

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「４

５

人

」
を
「４

６
人

」
に
改
め
る
。

麴
町
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「２,６５６,７０２

」

を
「２,６６６,７０２

」
に
、
「２,８１１,５０７

」
を
「２,８０１,５０７

」
に
改
め
、

同
部
４
支
出
の
内
訳
の
項
中
「１,８５７,５００

」
を
「１,８６７,５００

」
に
、

「９２,０００

」
を
「１０２,０００

」
に
改
め
る
。

豊
島
税
理
士
政
治
連
盟
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「５,３９３,８９６

」

を
「５,４５０,９３６

」
に
、
「２,２５１,９７８

」
を
「２,３０９,０１８

」
に
改
め
、
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同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「２,０３９,４７３

」
を
「２,０９６,５１３

」
に
改
め

る
。ゆ

さ
吉
宏
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

３３４,５２０

３３４ ,５２００

」
に

改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

２６,６２０

３０７ ,９００

」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

２６,６２０

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

２６,６２０

宣
伝
事
業
費

２６,６２０

公

告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
西
砂
町
五
丁
目
二
十
七
番

昭
島
市
玉
川
町
四
丁
目
九
番
二

一
の
一
部

十
七
号
一
階

株
式
会
社
イ
エ
ス
タ
ジ
オ

代
表
取
締
役

稲
田

史
郎

あ
き
る
野
市
乙
津
字
乙
津
千
二
百

八
十
一
番
、
同
番
地
先
、
千
二
百

八
十
二
番
、
千
二
百
八
十
三
番
三

並
び
に
千
二
百
九
十
二
番
及
び
千

二
百
九
十
三
番
の
各
一
部
、
千
二

百
九
十
四
番
一
並
び
に
同
番
二
及

び
千
二
百
九
十
七
番
一
の
各
一
部
、

同
番
一
地
先
並
び
に
同
番
二
、
千

二
百
九
十
八
番
、
千
二
百
九
十
九

番
二
、
千
三
百
三
番
三
及
び
千
三

百
五
番
三
の
各
一
部
、
同
番
三
地

先
並
び
に
千
三
百
六
番
一
の
一
部

あ
き
る
野
市
伊
奈
千
百
四
十
五

番
地

東
京
あ
き
る
野
ア
ウ
ト
ド
ア
リ

ゾ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

秋
本

忠

立
川
市
一
番
町
三
丁
目
六
番
八
の

一
部
、
同
番
十
四
並
び
に
七
番
九

及
び
同
番
十
六
の
各
一
部

立
川
市
一
番
町
二
丁
目
十
九
番

地
の
五

嶋
田

貞
芳

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
四
年
五
月
三
十
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労

働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
五
月
三
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

品
川
グ
ラ
ン
ド
コ
モ
ン
ズ

二

店
舗
所
在
地

港
区
港
南
二
丁
目
十
六
番
一
号
ほ
か

三

設
置
者
名

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
ほ
か
四

名

四

設
置
者
住
所

千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
ほ

か

五

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

コ
ネ
ク
シ
オ
株
式
会
社
ほ
か
六
名

六

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
セ
ブ
ン－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
ほ
か
五
名

七

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

澤
田

貴
司

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

細
見

研
介

十

変
更
日

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日
ほ
か

十
一

届
出
日

令
和
四
年
五
月
十
八
日

十
二

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
三

縦
覧
期
間

令
和
四
年
五
月
三
十
日
か
ら
同
年
九
月

三
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
四

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。



（第17585号）東 京 都 公 報令和4年5月30日（月曜日）９

令
和
４
年
度
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
一
般
講
習

・
再
講
習
）
の
実
施
に
つ
い
て

火
災
予
防
条
例
（
昭
和
３７年

東
京
都
条
例
第
６５号

）
第
６２条

の
５

の
規
定
に
よ
る
火
災
予
防
施
行
規
程
（
昭
和
３７年

７
月
東
京
消
防
庁

告
示
第
１７号

）
第
１２条

第
１
項
に
定
め
る
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習

を
次
の
と
お
り
行
う
。

令
和
４
年
５
月
３０日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

１
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
一
般
講
習
）

⑴
受
講
対
象
者

地
震
動
等
に
よ
り
作
動
す
る
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
石
油
燃
焼
設
備
若
し
く
は
器
具
の
設
置
工
事
又
は
修

理
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
者

⑵
講
習
の
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

ア
令
和
４
年
８
月
１
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
２
日
（
火
曜

日
）両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

全
国
家
電
会
館

文
京
区
湯
島
三
丁
目
６
番
１
号

イ
令
和
４
年
１１月

１５日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
１６日

（
水
曜

日
）両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
八
王
子
研
修
セ
ン
タ
ー

八
王
子
市
石
川
町
７２８番

地
の
８

２
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
再
講
習
）

⑴
受
講
対
象
者

既
に
一
般
講
習
又
は
再
講
習
を
修
了
し
て
石
油
機
器
技
術
管

理
講
習
修
了
証
を
交
付
さ
れ
た
者
で
、
交
付
の
日
以
後
に
お
け

る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
な
い
も
の

⑵
講
習
の
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

ア
令
和
４
年
８
月
３
日
（
水
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

全
国
家
電
会
館

文
京
区
湯
島
三
丁
目
６
番
１
号

イ
令
和
４
年
１１月

１７日
（
木
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
八
王
子
研
修
セ
ン
タ
ー

八
王
子
市
石
川
町
７２８番

地
の
８

３
申
請
方
法

受
講
申
請
書
に
講
習
希
望
日
等
を
記
入
の
上
、
各
講
習
を
開
始

す
る
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
請
先
へ
郵
送
す
る
こ
と
。

４
講
習
の
実
施
機
関
及
び
申
請
先

一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会

郵
便
番
号
１５０―００１１

渋
谷
区
東
二
丁
目
２４番

２
号

５
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会

電
話
０３（

３４９９）
２９２８

６
受
講
申
請
書
配
布
先

⑴
一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会

⑵
都
内
（
稲
城
市
及
び
島
し
ょ
地
域
を
除
く
。
）
の
各
消
防
署
、

消
防
分
署
及
び
消
防
出
張
所
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